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理事会で令和４年度決算を承認

田口誠壽元常任理事が旭日双光章受章

新規入職者研修がスタート

常総支部の建女ひばり会が連絡会議

（建造物等）

旧太田中学校講堂
常陸太田市栄町58

明治37年12月に完成。駒杵勤治の設計した講堂は、桁行20.9メートル、梁間14.5メー
トルの本体に正面3.6メートル四方の車寄せが設けられている。両側面中央に出入口があ
り、背面に御真影奉置所の部分が突出している。切妻造、桟瓦葺で建ちが高く、バロック
様式風の堂々とした外観である。施工を請け負ったのは山口子之松という地元の棟梁で
あった。研究熱心で、斬新・精巧な技術は、当時地元では第一人者といわれていた。

［出典：茨城県近代化遺産（建造物等）総合調査報告書　茨城県教育委員会刊］

http://www.ibaken.or.jp/


− 2 −

茨 建 協 ニ ュ ー ス第646号	�  令和5年5月15日

本会は５月 10 日、令和５年度の第１回理事会を水戸市の茨城県建設技術研修センターで開催し、令
和４年度の事業報告・収支決算等が承認されました。令和４年度も会員企業の経営強化に資する事業、
防疫措置や道路美化などの地域貢献活動、人材確保・育成事業、働き方改革などを推進しました。また、
令和５年度の定時総会を５月 25 日（木）午前 11 時から県建設技術研修センターで開催することも決定
しました。

あいさつで石津健光会長

は、エネルギー価格の高騰

や資機材価格の値上がりな

ど、地域建設業を取り巻く

厳しい経営環境を指摘。

協会活動については「会

員企業が将来にわたり経営

基盤の強化を図り、新しい

３Ｋ（給与が良く、休暇が取れ、希望が持てる）

に『カッコ良い』をプラスした魅力ある業界を目

指し、取り組んでいかなければならない」と強調

しました。

また、建設業に対する時間外労働の上限規制が

来年４月から全面適用されることにも触れ、「働

き方改革の一層の推進へ、専門工事業や建設関連

団体と連携しながら取り組んでいく必要がある」

と強調。

「地方の建設業者が置かれている状況や課題に

ついて国、県、関係機関と積極的に意見交換を行

いながら事業活動を推進してまいりたい」とあい

さつしました。

議事では、令和４年度の事業報告・収支予算が

承認されました。

令和４年度は、経営基盤の強化および地域への

貢献として社会資本整備の計画的な推進と公共

事業予算の持続的安定的な確保拡大などの要望

活動、各種セミナーや講習会の開催、災害時の応

急対応、道路清掃活動、不法投棄防止パトロール、

鳥インフルエンザ・豚熱の防疫作業などに協力し

ました。

人材の確保・育成では、建設現場見学会や建設

業インターンシップの実施、建設業親子見学会や

建設フェスタの開催、就職応援サイト・企業ガイ

ドブック等による情報発信、建設業合同企業説明

会の開催、図画コンクール・フォトコンテストの

開催、高校生の資格取得支援、新規入職者等に対

する研修などを推進。

働き方改革では、毎月第１・第２・第３・第４

土曜日の一斉休工、外国人の特定技能制度や外国

人技能実習制度について周知などを行いました。

また常設４委員会、舗装部会、建設未来協議会、

建女ひばり会もさまざまな活動を展開しました。

令和４年度の事業報告などを承認した

石津会長

令和４年度事業報告を承認　理事会　

地域貢献へ活動展開地域貢献へ活動展開地域貢献へ活動展開



令和５年の春の叙勲で、本会の田口誠壽元常任

理事が建設業振興功労として旭日双光章を受章

されました。長年にわたり地方建設業の発展に貢

献されたことが高く評価されました。誠におめで

とうございます。益々のご活躍を祈念いたしま

す。

田口氏は昭和 24 年１月生まれの 74 歳。芝浦工

業大学工学部土木工学科を卒業後、昭和 50 年に

田口工務店に入社。50 年にわたり建設業一筋に

歩み、現在は代表取締役社長を務め、業界の発展

と地域振興に尽力しています。

本会では平成 12 年５月から理事を、平成 20 年

５月から平成 30 年５月まで常任理事を務め、本

会の発展のために尽力されました（現在は理事）。

委員会活動でも中核的な役割を果たしています。

水戸支部では平成６年５月から理事、平成 20

年４月から副支部長として活躍。建設業労働災害

防止協会茨城県支部、茨城県建設業協同組合でも

役員として業界発展に寄与されています。

工事施工では「工期の厳守、安全施工」と「工

事品質の確保」を目標に掲げ、地域に信頼される

建設会社として社員一丸となって研さん、努力を

重ね、茨城県知事表彰を５回受賞。建設省関東地

方建設局長や常陸工事事務所長などからも表彰

を受けています。

本会は５月 10 日、公益財団法人茨城県アイバ

ンク（方波見正理事長）とアイバンクに関する協

力協定を締結しました。協定に基づき、献眼の登

録拡大や献眼提供者の連絡、献眼や角膜移植の普

及啓発に協力していきます。

石津健光会長は「アイバンクに協力すること

は、県民の安全・安心を守るという建設業協会の

大切な使命にもつながる。少しでも普及啓発に協

力していきたい」と述べました。

アイバンクは、ドナー（角膜を提供する人）と

レシピエント（角膜移植を待つ人）の架け橋とな

るもの。手術が円滑に行われるよう眼球を提供で

きるドナーの登録を推進しています。

田口誠壽氏の話
「自分一人ではなく、周囲の
皆さまのおかげで有難い章を
頂くことができた。世代問わ
ず、一丸となって協力してく
ださったおかげです。後進の
方々は、一つ一つ丁寧に、与
えられた仕事を全うし、褒め
られるような仕事をしてほし
いと切に願います」
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協定書を手にする石津会長（右）と方波見理事長（左）

田口誠壽元常任理事が旭日双光章を受章
まことにおめでとうございます

アイバンクと協定締結　普及啓発活動に協力



本会が加入している茨城県

建設産業団体連合会（会長・

石津健光本会会長）と茨城県

建築関連団体交流会（柴和伸

会長）による建設関係団体意

見交換会が４月 24 日、水戸

市の茨城県開発公社ビルで開

催。本会からは正副会長、支部長、常設４委員会

の委員長が参加しました。

会議では、建設キャリアアップシステムへの対

応、時間外労働の罰則付き上限規制、完全週休二

日制の導入、技能労働者の処遇改善など、建設業

界の課題を共有し、円滑な施工を確保するため、

意見を交わしました。

あいさつで石津会長は「本会は、県内の建設関

係・団体が顔を合わせ、それぞれが抱える課題や

問題点について共有を図ることが目的。忌憚のな

い意見をお願いしたい」と述べました。
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茨城県建設業協同組合（石津健光理事長）は５

月 10 日、令和５年度の第１回理事会を水戸市の

茨城県建設技術研修センターで開催。保険事業や

資金事業を推進した令和４年度（第 52 期）の事

業報告等を承認しました。石津理事長はあいさつ

で「組合員の円滑な事業継続のため、共済保険事

業や融資事業に取り組んでまいりたい。引き続

き、ご理解ご協力をお願いしたい」と述べました。

本会は、会員企業を対象とした令和５年度の新

規入職者研修を４月 19 日から、水戸市の茨城県

建設技術研修センターで開始しました。本年９月

13 日まで６日間にわたり講習を行い、社会人とし

ての心がまえ、業界の理解などを学び、今後の活

躍へ意識を高めてもらいます。研修会は、会員企

業から定期的な実施を求める声が多いことに対応

して令和２年度から全体で６回開催しています。

時間外労働など課題解決へ県内の建設関連団体と意見交換

円滑な施工確保へ意見を交わしました

石津会長

理事会で令和４年度事業了承理事会で令和４年度事業了承理事会で令和４年度事業了承
県建設業協同組合

新規入職者研修スタート新規入職者研修スタート新規入職者研修スタート
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各支部が令和５年度定時総会

高萩支部（秋山光伯支
部長）は４月 27 日、令
和５年度の定時総会を日
立市のホテル天地閣で開
催。令和４年度の事業・
決算報告、令和５年度の
事業計画案・収支予算案
を可決しました。

秋山支部長は「業界を
衰退させず若い世代へ受け継ぐため、完全週
休２日制など支部全体で新しい体制に順応し
ていきたい。支部全体で一致団結して業界を
発展させたい」とあいさつしました。
【令和５年度の主な事業計画】
・工事事務所との意見交換会
・「道の日」道路清掃活動
・現場代理人等の研修会、税務講習会
・表彰式等

高
萩
支
部

一致団結して業界発展へ

秋山支部長

鉾田支部（羽生義隆支
部長）は４月 27 日、令
和５年度の定時総会を鉾
田市の支部会館で開催
し、５年度事業計画案な
どを承認しました。

羽生支部長は「建設業
に携わる人たちや建設業
を目指す若者が夢と誇り

を持って活躍できる、希望に満ちた産業へ力
を尽くしたい。経営の強化、人材の育成、技
術の向上に努力し、地域に必要とされ安全・
安心で信用・信頼される企業であり続ける努
力したい」と述べました。
【令和５年度の主な事業計画】
・技術者研修会　・安全衛生大会
・「道の日」美化清掃活動
・安全パトロール等

鉾
田
支
部

技術向上し地域貢献

羽生支部長

潮来支部（松﨑里志支
部長）は４月 26 日、令
和５年度定時総会を支部
会館で開催。令和４年度
の事業報告・決算報告、
令和５年度の事業計画
案・予算案などを承認し
ました。

松﨑支部長は「最近ま
た大きな災害が頻発しており建設業者に対す
る役割と期待は高まっていく。さまざまな観
点からあらゆる課題解決を目指して、皆さま
方の意見をお伺いしながら対処していきたい」
と力強く抱負を述べました。
【令和５年度の主な事業計画】
・鹿行地区建設業安全大会
・「道の日」道路環境美化活動
・鹿行農林事務所土地改良部門表彰等

潮
来
支
部

災害時の業界への期待に対応

松﨑支部長

常総支部（中川原勇支
部長）は４月 18 日、令
和５年度定時総会を開
催。令和４年度の事業報
告・決算報告、令和５年
度の事業計画案・予算案
を可決しました。

中川原支部長は「業界
では若手人材の確保や完

全週休２日制など解決しなくてはならない課
題がたくさんある。安全第一を念頭に、一致
団結して支部を運営していきたい」とあいさ
つしました。
【令和５年度の主な事業計画】
・常総工事事務所との意見交換
・表彰式、現場代理人研修会
・献血活動
・豊加美歩道橋花壇整備等

常
総
支
部

一致団結で支部運営を

中川原支部長
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建女ひばり会常総支部（野中恵幹事）は４月
12 日、連絡会議を支部会議室で開催。令和５年
度の予定について報告を行い、協会内での女性活
躍女性入職者の増加定着を再確認しました。野中
幹事は「自身のキャリアの向上に有用な情報共有
ができました。今後も定期的に開催して協力体制
を構築していきたい」、中川原勇支部長は「協会
内の女性活躍は聞いている。今後の活躍を願う」
とあいさつしました。

本年度から国土交通省直轄工事でＢＩＭ／Ｃ
ＩＭが原則適用されることになったため、本会は
４月 12 日、ＢＩＭ／ＣＩＭにかかる３次元モデ
ルの閲覧技能講習会を水戸市の茨城県建設技術
研修センターで開催。３次元モデルの開き方や基
本操作（視点移動、拡大縮小）の実習を行い、Ｉ
ＣＴ土工の３次元データ作成などを学びました。

東日本建設業保証㈱茨城支店は、前払金保証実
績から見た令和４年度の茨城県内の公共工事（施
工場所が県内）の動向をまとめました。件数は
6,585 件で前年度と比べ 4.5％減ですが、請負金額
は 4,149 億 1,900 万円で同 12.6％増。請負金額を
過去 10 年間で比較すると、平成 25 年度の 4,326
億円に次いで２番目の高水準でした。

本会は茨城県土木施工管理技士会との共催で、
令和５年度における２級土木施工管理技術検定
の第一次検定の受験対策講習会を４月 17 日から
19 日まで水戸市の茨城県建設技術研修センター
で開催。参加者は効率の良い学習方法、労働基準
法などの関係法令、施工管理、工程管理などの説
明を受け、合格を目指して研修に励みました。

常総支部で連絡会議
建女ひばり会

令和４年度 県内公共工事
過去10年で２番目の多さ

受験対策で講習会
２級土木一次検定

BIM/CIM対応へ講習会BIM/CIM対応へ講習会BIM/CIM対応へ講習会

■令和４年度の県内の公共工事動向　　 （金額単位：百万円）
令和４年度 対前年度増減率

件数 請負金額 件数 請負金額
国 373 68,575 -16.9% -18.1%

独立行政法人等 163 83,455 14.8% 198.3%
県 2,698 108,373 -10.6% -3.6%

市町村 3,060 126,985 1.1% 4.4%
地方公社 63 7,824 34.0% 127.7%
その他 228 19,705 5.6% 2.8%
合計 6,585 414,919 -4.5% 12.6%

発注者
区分



月 日 曜　日 講　　習　　名 会　　　場 備　　考

7 3 4 月 火 地山の掘削及び土止め支保
工作業主任者 石下建設会館

5 水

6 7 木 金 型枠支保工作業主任者 茨城県建設技術研修センター

11 火 フルハーネス型安全帯特別教育 茨城県建設技術研修センター

13 14 木 金 建築鉄骨作業主任者 茨城県建設技術研修センター

18 19 火 水 足場作業主任者 茨城県建設業協会高萩支部会館

20 21 木 金 木造作業主任者 茨城県建設技術研修センター

24 25 月 火
高所作業車の運転 建荷協研修センター

（学科）（実技）

26 水 （実技）

27 28 木 金 石綿作業主任者 茨城県建設技術研修センター

8 3 4 木 金 職長・安全衛生責任者 茨城県建設技術研修センター

8 9 火 水 足場作業主任者 茨城県建設技術研修センター

10 木 刈払機取扱作業者 建荷協研修センター

21 22 月 火 建築物石綿含有建材調査者（一般） 茨城県建設技術研修センター

23 24 水 木
高所作業車の運転 鹿島港湾福祉センター

（学科）（実技）

25 金 （実技）

29 火 車両系建設機械
（整地・運搬・積込み用及び掘削用） 建荷協研修センター

（学科）

30 水 （実技）

31 9月1日 木 金 足場作業主任者 石下建設会館

9 5 6 火 水 石綿作業主任者 茨城県建設技術研修センター

７ 木 施工管理者のための足場点検実務者研修 茨城県建設技術研修センター

12 13 火 水 地山の掘削及び土止め支保
工作業主任者 茨城県建設技術研修センター

14 木

20 21 水 木
玉掛け 建荷協研修センター

（学科）

22 金 （実技）

25 月 フルハーネス型安全帯特別教育 茨城県建設業協会高萩支部会館

28 29 木 金 足場作業主任者 鹿嶋市商工会館

27 28 水 木
高所作業車の運転 石下建設会館

（学科）（実技）

29 金 （実技）
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知ってほしい、より安心の制度

公益財団法人　建設業福祉共済団

URL  ：  https://www.kyousaidan.or. jp/　
フリーダイヤル　0120 - 913 - 931

法定外労災
補償制度 建設共済保険

掛金負担が軽減

手厚い補償

労働者と企業のリスクをカバー
お問い合わせ
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会員の動向

〈代表者変更〉

▽高萩支部

　大洋建設㈲　大高　洋司 → 中野　穣二

全国建設業協会（全建）は一層の賃上げによる
好循環の理解浸透を図るべく、「技能労働者の賃
金上げの推進！止めるな好循環！」周知用のポス
ターを作成しました。

３月 29 日に開催された国土交通省と建設業４
団体との意見交換会において、おおむね５％の技
能労働者の賃金水準の引き上げの申し合わせが
行われました。労務単価の引き上げによる適正利
潤の確保、技能労働者の賃上げ、そして労務単価
の引き上げにつなげる好循環を推進します。

国土交通省と建設産業人材確保・育成推進協議
会は、建設産業で働く人たちの「私たちの主張」
作品を募集します。募集テーマは「未来に繋げる
建設産業のちから・技」。募集は６月 30 日まで。
優秀作には国土交通大臣表彰などが贈られます。

お問い合わせは、建設業振興基金の経営基盤整
備支援センター「私たちの主張」係まで（電話
03 － 5473 － 4572）。

本会ホームページにも募集要領を掲載してい
ます。

東日本建設業保証㈱の４月１日付の人事異動

で、茨城支店長に松本尚佳氏が着任しました（前

任は新潟支店次長）。前支店長の原則彦氏は埼玉

支店長に転出しました。

「賃上げの好循環」ポスター「賃上げの好循環」ポスター「賃上げの好循環」ポスター 作品を募集作品を募集作品を募集
建設産業で働く「私たちの主張」

東日本建設業保証㈱より
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